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【目的】 

磐田で働く外国人市民に、以下５点についての意見を調査するため 

① 第 4次プラン（案）に対する感想 

② 日本で暮らす中で不安なこと 

③ 日本人市民と外国人市民がわかりあうために必要なこと 

④ どんな内容の情報発信を求めているか 

⑤ 職場環境において重要視しているポイント 

【対象者】 

市内企業に勤める外国人市民 

協力企業：平野ビニール工業株式会社 

・ブラジル国籍×１名（定住者） 

・フィリピン国籍×１名（技能実習） 

・ベトナム国籍×２名（技能実習） 

 合計４名 

【実施方法】 

各言語へ翻訳したプラン抜粋及びアンケート用紙を送付 

回答された文章を和訳 

【実施時期】 

１月  ６日 回答依頼 

１月 13 日 回答受取 

１月 24 日 和訳完了 

資料１
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・出来れば 大事な場所である学校と、病院に通訳者がいると良い（フィリピン） 

・とても興味深い。このようなプランがあると知り、とても幸せな気持ちになった（ブラジル） 

・磐田のブラジル人学校にも届くと、保護者にも計画を知ってもらいやすい（ブラジル） 

・若い世代が安心して日本で暮らせるよう、プロジェクトの継続を願っている（ブラジル） 

・このような政策がある街に住んでいることは、嬉しく思う。（ベトナム） 

・国籍による差別が無く、外国人が勉強して発展できる状況を作って欲しい（ベトナム） 
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・日本語がわからないことです。例えば、病院・市役所・学校で難しい日本語が出てくると、

理解ができない。（フィリピン） 

・市から市民への援助はたくさんあるが、それを知らない人が多い。 

 支援が必要なのに、支援を受けられない人が多くいることを心配している（ブラジル） 

・自分たちの権利を日本語で伝えるのが難しい。 

 日本語能力が低いため、日本語での情報がわからない。 

 子どもの教育が心配である。（ベトナム） 

３ 日本人
にほん じ ん
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市民
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・日本人がもっと英語を話せると良いと思う。外国人と日本人は会話が難しい。 

 外国人のために日本語教室を開くと良いと思う。（フィリピン） 

・日本で暮らす外国人は、日本文化や地域社会に関心を持っている。 

 子どもと一緒に参加できるイベントを企画すると良い（ブラジル） 

・ボランティア活動をもっとして欲しい。参加したい。（ベトナム） 

・老人や障がい者らの生活サポートにより、生活を手助けしながら、コミュニケーションを取る 

日本語を学ぶ、文化交流できる（ブラジル） 
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・防災など、災害に備える情報（フィリピン） 

・イベント、子育て、市からの援助、緊急時の連絡先について、日本語教育（ブラジル） 

・福祉、家族の制度や援助について（ベトナム） 

・日本での子育てや教育制度について、ボランティア活動について（ベトナム） 

５ 自
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社
し ゃ
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・順調に子どもを学校に行かせること。会社の人と外国人が上手くコミュニケーションできる

こと。（フィリピン） 

・適正な給与、日本語学習環境、各言語のマニュアル、昇進のチャンス 

 日本人と同様の福利厚生（ブラジル） 

・給料の保証、医療福祉、不当な残業がないこと（ベトナム） 

・社員や友人が困ったときに、会社や市役所からサポートして欲しい（ベトナム） 

６ 外国人
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ろうどうしゃ
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るために必要
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・日本企業で、外国人が永遠に仕事を出来ると良い（フィリピン） 

・ハラスメントに関する法律の指導、仕事に関してのトラブルを相談する場所 

 外国人と日本人を区別しないこと。正社員として働くチャンスがあること（ブラジル） 

・市のベトナム語通訳者の電話番号の共有⇒通訳が必要な時に連絡したい（ベトナム） 

・社内で日本人と外国人が言い合いになった場合、市の通訳者に来て欲しい（ベトナム） 

・外国人をサポートする事務所が欲しい（ベトナム） 





第４次磐田市多文化共生推進プラン（案）に対する意見募集について（結果） 

１ 募集期間     令和４年１月 27日（木）～令和４年２月３日（木） 

２ 提出状況     ２件（1 名） 

３ 意見内容とそれに対する市の考え方 

№ 項目 意見内容 市の考え方 

１ 

Ｐ,５ 【３】 地区別人口 以前と比べ、外国人市民が市内全域に分散してい

る点に関して、「こんにちは」などの子どもの学習支援

システムも全域に広げられたら素敵だと感じました。 

入国間もない子どもへの初期支援教室に関しても、

自動車を持たない方も利用できるよう、竜洋、豊田、

福田地区等に支部(オンラインでも可)を作ることがで

きれば更に良いと感じました。

市内複数エリアで日本語学習を受けられる機会を設け、子ども

教室やオンライン教室など、様々な受講ニーズに対応した学習支

援に努めてまいります。 

いただいたご意見は今後の取組みの参考とさせていただきま

す。 

２ 

Ｐ,３ 外国人人口と外国人比率の推移 

Ｐ,７ 公立小中学校の外国人児童生徒

数の推移 

Ｐ,９ 外国人と日本人の親しみの度合

い 

『外国人人口と外国人比率の推移(p3)』と『公立小

中学校の外国人児童生徒数の推移(p7)』について、

増減が対応していない点から、入国等以外に外国籍

児童の出生率も増加しているのではないかと思いま

した。 

磐田市を「故郷」と感じる子どもがいる中で、課題と

なり得る部分は、『外国人と日本人の親しみ度合い

(p,9)』だと思います。日本以外を知らない子どもが、

日本人と同じように親しみを持ってもらえるよう、互

いを知る機会を増やしていければと思います。 

本市には定住・永住外国人が多いため、出生率の増加が見込ま

れることから、外国人児童の出生率の推移についても、今後、デ

ータ分析するうえで参考としていきます。 

また日本人と外国人が、お互いを知る機会を増やすことが必

要だと認識しています。外国人市民を受け入れる日本人市民に

対する意識啓発などにより、基本理念に掲げた「国籍・民族・文化

の違いを認め合い 笑顔であいさつを交わすまち磐田」の実現に

向けたプランに掲げた様々な施策の実施に努めてまいります。 

資料２
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